
ふくしまの森林文化調査カード 
県 HP 公開（ 可・否 ） 

区  分 1.森づくり     2 森の恵み     3.森と技 

4.森と暮らし    5.森の文化財    6.森の風景 

分野（ふりがな） （分野） 

伐採・搬出 

（ふりがな） 

ばっさい・はんしゅつ 

地域独特の呼び方 木伐りと山出し  

タイトル 木伐りと山出し 

伝承地域 石川郡古殿町論田 

 

由  来 

 

 

古殿町の総面積は 16,347ha で、森林面積は 13,470ha あって

町の総面積の 82％を占める。民有林面積 7,316ha のうちスギを

主体とした人工林面積が 5,512ha を占め、人工林率は 75.3％。

もともと林業が盛んな土地柄で、現在も 5 つの事業者が製材等

にかかわっている。林業は木材価格の低迷や従事者の高齢化に

より課題が多い。また技術革新も進んでいる。その一方で伝統的

な技術が失われつつある。ここでは手作業時代の木材の伐採か

ら搬出までを聞き書きにより記録する。 

 

 

内  容 

 

話者の遠藤昭氏は（昭和 11 年生）は中学校卒業と同時に岡部

林業の現場での伐採や搬出に従事し、15 年間務めた。当初は手

作業で昭和 30 年代後半からチェーンソーなどの機械が導入さ

れた。 

伐採の従事者は「きーきり」と呼ばれた。伐採は 3～4 人ある

いは 5～6 人でグループを組んで行うもので親方がいる。伐採現

場の山の様子をみて請け負う（何人で何日かかるかということ

を勘案しながら石いくらでというふうに契約する）。 

伐採現場には一回道と二回道とがある。一回道は一日一度し

か行けない遠い現場である。二回道は午前と午後に往復できる

ような現場をいう。 

伐採するスギは植林後 30 年くらいのものから伐りはじめる。 

伐採に持参するのはヨキ、ノコギリ、ヤ、ナタガマなどで、ヨ

キは大きいものと小さなもの、ノコギリは尺三寸、尺五寸など使

い分ける。 

 

様式 2 【生活様式などの無形のもの】 



 

伐採現場は下生えなどあまりなくおおむねきれいである。斜

面の上のほうから、グループのメンバーは一人がスギ 5 本分（植

林した木はスギの場合 6 尺間隔で植える）の幅を斜面の下まで

担当する。つまり 9 メートルほどの間隔を置いて配置し、伐採

を始める。ウワダオシと称し、伐った木は山頂側に倒していく。

まず木の根元の横に張ったところをヨキを使って幹と同じ太さ

までで掘りさげる。一寸下げると石（こく）が上がるといわれて

いた。 

ヨキを使って幹の山側三分の一ほどまでに切り込みを入れ

る。逆に回り込み鋸を使って伐り、ヤを入れて調整しながら倒

す。 

倒してから小さなヨキで枝をはらう。払った枝は脇に積み上

げておくが、これを焚き物に使う人もいた。直径 5 センチくら

いの枝まで落とし、幹も垂木にできるような細いところまで利

用するようにしておく。 

枝を落としてから皮を剥ぐ。4 月ころから 11 月頃まではスギ

の皮が剥けるので、キマワシと呼ぶ鎌で幅 2 尺 5 寸の幅で径に

沿って切れ目を入れる。幹と平行に筋を入れて鎌の背を使って

皮を剥いていく。2 尺 5 寸幅のスギ皮は縦横交互に重ね、10 枚

ごとに杉っ葉を挟んで目印にする。スギ皮は何本か分ずつ積み

重ねていき、搬出するときに 20 枚単位で縄で縛る。これは屋根

材など用途があった。 

皮を剥いた木は、用途に応じた長さに玉切りして丸太にする。

12 尺が標準で、10 尺などもある。ウラ（梢の細いほう）は 13

尺にする。だいたい一本から 4 本か 5 本の丸太がとれる。これ

は半年ほどそのまま放置し水分が抜けて軽くなるのを待つ。 

搬出をヤマダシといいソリを使って運び出す。長さ 10 尺で

幅は 1 尺程度、滑面のあるソリイタはカシ、クヌギ、ヤマナシ

など硬い木で作る、ソリ板の厚みは 1 寸 2 分、高さは 4 寸 5 分

から 5 寸。2 本のソリ板を前後三本ずつの桟でつなぐ。ここに横

木を渡し丸太をソリ板と平行に積み上げて運ぶ。最下段には 7

寸 5 分程度の丸太を 4 本置き、その上に最も太いモトを三本、

その上中央にはカジボウ（舵棒）1.5 メートルほど出し、細めの

丸太を積み上げて舵棒を安定させてから、さらに丸太を積み上

げ、5～6 石分を積む。 



 

これを桟に取り付けた肩ひもで引き出し梶棒を操作しながら

ソリ道を下りていく。なお制動ブレーキ用に梃の原理を応用し

た棒を桟に挟み込む。これも自製で抵抗をつけるために地面と

接する部分には 5 寸釘をたくさん打っておく。 

伐採現場からトラックが入ることができるところまではソリ

道を作る。地面に敷き木と称して枕木のように雑木を敷き油を

塗って滑りをよくする。谷あいのところは桟橋と称して、丸太を

組んで桟橋を渡し、その上を通ることができるようにしておく。 

2017 年 2 月 27 日調査 

 

 

 

 

文化財等の指定状況  

問い合せ先  

 

【フリーフォーマット】※表面に記載した内容に関連したことを自由に記入してください。 

キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伐採作業で使用した             ヤマダシに用いたソリ 

ヨキ、ノコギリ、ヤ、ナタガマなど 

                        (古殿町公民館) 

 

 

 

※活動の様子が分かる資料等があればコピーを 1 部ご恵与ください。 


